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READYFOR株式会社 

国立大学法人東北大学（所在地：宮城県仙台市、総長 大野英男 以下「東北大学」）は、

クラウドファンディングサービス「READYFOR」を運営する READYFOR 株式会社（本社：東

京都千代田区、 代表取締役 CEO：米良はるか）と東北地方の大学では初となる業務提携を

結び、本格的なクラウドファンディングの取組みを開始しました。

提携後初のプロジェクトとして、東北大学附属図書館が所蔵する夏目漱石の貴重な肉筆資

料を含む「漱石文庫」のデジタルアーカイブプロジェクトと、東北大学病院の栄養管理室が多く

の人の野菜不足解消のために約 5 年にわたり考案し続けてきた、旬の野菜を手軽においしく

食べられる「野菜を食べる副菜レシピ」の書籍化プロジェクトの 2つを開始します。 

■第一弾クラウドファンディング

①「漱石の肉筆を後世へ！漱石文庫デジタルアーカイブプロジェクト」 目標額：200万円 

URL：https://readyfor.jp/projects/soseki-library

②「東北大学病院オリジナル「野菜を食べる副菜レシピ」を広めたい！」 目標額：300万円

URL：https://readyfor.jp/projects/tuh01

”夏目漱石デジタルアーカイブプロジェクト” 

”東北大学病院「野菜を食べる副菜レシピ本」” 

クラウドファンディングを始動！
～東北大学×READYFOR 業務提携開始～

【問い合わせ先】 

（プロジェクトについて） 

東北大学総務企画部社会連携課 

kikin@grp.tohoku.ac.jp 

TEL:022-217-6290 / FAX:022-217-4818 

（クラウドファンディングについて）

READYFOR株式会社 PR室

press@readyfor.jp 

TEL：070-1300-0944 / FAX:03-6801-5768

https://readyfor.jp/projects/soseki-library
https://readyfor.jp/projects/tuh01


■プロジェクト概要   

①「漱石の肉筆を後世へ！漱石文庫デジ

タルアーカイブプロジェクト」 

実行者  ：東北大学 附属図書館 

目標金額：200万円 

形式   ：寄附型 / All or Nothing （※） 

公開期間：2019年 11月 5日（火）〜12月

26日（木）23時  

資金使途：デジタルアーカイブ撮影費 

概要   ：東北大学附属図書館では、文豪・夏目漱石の自筆資料および旧蔵書からなる

「漱石文庫」のコレクションを所蔵しています。旧蔵書の一部にも漱石自身の書き込みが多

数見られ、漱石の創作過程を知ることができる第一級の資料ですが、多くは酸性紙で、書き

込みも鉛筆書きで字が薄いものも多く、閲覧・公開、さらには保存が難しくなってきています。

この「漱石文庫」を後世に残すため、最新技術によるデジタルアーカイブ化を行います。 

（URL：https://readyfor.jp/projects/soseki-library） 

 

 

 

②「東北大学病院オリジナル「野菜を食べる副菜レシピ」を広めたい！」 

実行者  ：東北大学病院 栄養管理室 

目標金額：300万円 

形式   ：購入型 / All or Nothing （※） 

公開期間：2019年 11月 5日（火）〜12月 26

日（木）23時 

資金使途：レシピ本制作費 

概要   ：東北大学病院栄養管理室には 12

名の管理栄養士が在籍し、患者さんの健康を

栄養面から支えています。患者さんの食事や

栄養管理を通じて見えてきた多くの人に共通する課題は、日常的に野菜不足であることで

す。同室では 2013 年から 2018 年の約 5 年間にわたり、野菜摂取のハードルを下げ、無

理なく栄養バランスがとれるオリジナルレシピを考案し、東北大学病院広報誌「hesso（へっ

そ）」に連載してきました。今回、そのレシピを一冊の本にまとめ、御支援いただける皆様に

お届けすることで、野菜の栄養を手軽に摂取して健康的な毎日を送り、疾病予防や健康寿

命の延長にも貢献することを目指しています。 

（URL：https://readyfor.jp/projects/tuh01） 

 

※All or Nothing：目標金額に達した場合のみ、実行者は資金調達が可能です。

https://readyfor.jp/projects/soseki-library
https://readyfor.jp/projects/tuh01


 

 

■READYFOR株式会社について 

READYFOR株式会社は、「誰もがやりたいことを実現できる世の中をつくる」をビジョンに日

本初・国内最大級のクラウドファンディングサービス「READYFOR」を運営しています。2011

年 3月のサービス開始から 1万件以上のプロジェクトを掲載し、58万人から約 100億円の資

金を集め、国内最大級のクラウドファンディングサービスとして、小学生から 80代の方まで幅

広い方々の夢への一歩をサポートしています。（2019年 11月時点）「カンブリア宮殿」をはじ

め様々なメディアに掲載され、2016年 6月サービス産業生産性協議会が主催する第 1回日

本サービス大賞優秀賞を受賞。2019年 5月経済産業省等が主催する第 5回日本ベンチャ

ー大賞経済産業大臣賞（女性起業家賞）を受賞。 

 

【問い合わせ先】 

（プロジェクトについて） 

東北大学総務企画部社会連携課 

   kikin@grp.tohoku.ac.jp 

TEL:022-217-6290 / FAX:022-217-4818 

（クラウドファンディングについて） 

READYFOR株式会社 PR室 

   press@readyfor.jp  

TEL：070-1300-0944 / FAX:03-6801-5768 
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漱石の肉筆を後世へ！
漱石文庫デジタルアーカイブプロジェクト

東北大学附属図書館
2019年11月5日



22「漱石文庫」とは？

夏目漱石

慶応3(1867)-大正5(1916)

○文豪･夏目漱石の自筆資料と旧蔵書の
コレクション
※自筆資料：日記, ノート, 試験問題, 原稿, 手紙など

※旧蔵書 ：3割に漱石による書き込みあり

○漱石山房 (漱石の旧居) の書斎に遺され
ていた資料や蔵書をまとめて所蔵

○漱石の｢生の思索の過程｣を辿れる
資料が多数含まれているのが特徴
※他機関所蔵の自筆資料は「よそむき」の

ものが多い

漱石山房の書斎（出典：漱石写真帖）



33なぜ「漱石文庫」は東北大に？

○漱石の愛弟子･小宮豊隆（当時の図書館長）の尽力

○昭和18(1943)年～昭和19(1944)年3月
漱石山房から東北帝国大学へ資料・蔵書搬入

※漱石山房（新宿区早稲田南町）は
昭和20(1945)年3月10日の空襲で焼失

津田青楓
「漱石と十弟子」

（1976年）

夏目漱石

小宮豊隆



44「漱石文庫」の現状

○自筆資料・旧蔵書ともに、
酸性紙で劣化が進行

○漱石の肉筆は薄い鉛筆書き
が多く、消失が懸念

自筆資料『貸した本』
※他人に貸した本の記録

利用者への閲覧､一般への
公開が年々困難な状況に

○全点マイクロフィルム化（1995～1997年）

自筆資料650点のデジタル画像公開（2000年）

○当時の技術的制約により、低解像度、暗い画像で
読み取りが難しいものも



55プロジェクトで実施したいこと

○漱石の自筆資料を高精細のデジタル画像として撮影

※ カラー，解像度400dpi で撮影

→ 現物を肉眼で見る以上に､精細な情報の読み取りも可能

※ 今回は第一段階として、自筆資料 900点（5,000コマ）

今後、第二段階として、書き込みのある蔵書 700点
（17,000コマ）のデジタル化も取り組む予定

○国際標準規格でデジタルアーカイブ化し世界へ公開

※ 規格：IIIF（International Image Interoperability Framework）

（トリプルアイエフ）

※ 国内デジタルアーカイブ・ポータル「ジャパンサーチ」
（国立国会図書館ほか） https://jpsearch.go.jp/
での公開も視野に

○原資料の利用抑制により、資料保全に注力



66

3千円
コース

1万円
コース

3万円
コース

支援者へのギフト（その１）

Thanks !

サンクスメール

ポストカード
＋クリアファイル

オリジナルグッズ
＋クリアファイル



77支援者へのギフト（その２）

5万円
コース
①

5万円
コース
②

Thanks !

サンクスメール 漱石文庫
特別展示会

保存のため、漱石文庫の展示は減らして
いくので、実物を見る貴重な機会に。

漱石資料の撮影画像集

今回撮影するデジタル画像を厳選し、
DVD等に焼き付けてご提供。

オリジナルグッズ
＋クリアファイル



88支援者へのギフト（その３）

10万円
コース
①

10万円
コース
②

30万円
コース

Thanks !

サンクスメール

図録
『国宝「史記」から
漱石原稿まで
- 東北大学附属
図書館の名品 -』

特別展示会 撮影画像集

特別展示会

撮影画像集

図書館特別
利用証

特別報告会

プロジェクト
完了後に開催

オリジナルグッズ
＋クリアファイル

図書館特別利用証



99プロジェクト完了後は

○ これまでは一部の専門家のみがアクセスできた
資料が、全ての漱石ファンに開かれた資料に。

○ 多くの方々に漱石の世界をより深く知っていた
だき、新しい作品の愉しみ方へとつながること
を期待。

○ デジタル資料を利用に供することで、原資料の
劣化を防ぎ、可能な限り良好な状態で後世へ引
き継ぐ。



1010

「漱石文庫」を大切に守りながら
インターネットを通して

みなさまの手許にお届けする

そのための
ご支援をお願いします！

東北大学附属図書館



1111【参考】小宮豊隆と漱石文庫

漱石の藏書がほんの僅かの篤志家だけに利用されるのでは

勿體ない。なるべく多くの漱石研究家の役に立てるには、

どうするのが一番いいかといふのが、曾て我我の問題だっ

た。そのためには漱石の書齎、書齎の調度、本棚、藏書な

どを遺族の住居から截り放し、漱石博物館とでもいふよう

なものを作るのが一番いいといふことになつたが、しかし

時勢が時勢だつたので、それに必要な費用の調達しやうが

なく、たうとうそれは斷念して、藏書だけでもどつかに寄

附するといふことに方針を變更しなければならなかつた。

小宮豊隆 明治17(1884)-昭和41(1966)

独文学者、文芸評論家、演劇評論家

東北帝国大学文学部独文科の学生の頃、漱石の弟子となる

東北帝国大学法文学部教授、附属図書館長を務めた

（出典：角川書店
「昭和文学全集」第25巻）

小宮豊隆『人のこと自分のこと』(角川書店, 1955) より



1212【参考】資料紹介：『それから』の構想メモ

漱石の小説『それから』の構想メモ。
手帳の見返しの部分に、小さな字で
びっしりと書かれている。

「代助ノ働ラカヌ理由。日本ノ衰
亡」、「百合ノ花。昔シノ連想」、
「賽ヲ投ゲベキ時機」、「僕ノ存在
ニあなたは必要だ」、「仕様ガナイ
覚悟ヲ極めませう」などとある。

『それから』は、東京・大阪『朝日
新聞』に連載されたもの。
漱石は、同年明治42年5月31日から
『それから』を書き始め、8月14日
に書き終えているが、7月16日の日
記には、「小説中々進まず。しかし
是が本職と思ふと、いつ迄かゝつて
も構はない気がする。暑くても何で
も自分は本職に力めてゐるのだから
不愉快の事なし」との記述がある。



1313【参考】資料紹介：東西文学ノ違

英国留学中のメモ、「蝿の頭」ほど、と言われるほど小さな字で書かれて
いる。東西の文学の違いについての漱石の考えが書き留められている、後
の漱石文学にとって非常に重要なもの、メモ書きであり、紙質もあまり良
いものではない。

メモの中では、“Drama”, “Nature”, “Poetry”の3つの分野について、東洋
と西洋の文学に表れた価値観の相違を述べられている。“Poetry”の項では
西洋人について「極限スレバ浮世トカ俗社界ヲ超越スルコト能ハザルナ
リ」とある。それに対し「吾人ノ詩ハ悠然見南山デ尽キテ居ル。出世間的
デアル」とあり。これは後年『草枕』の語り手が表明する文学観に通じる。



1414【参考】資料紹介：渡航日記

漱石の英国留学に際しての日記。
明治33年9月8日の横浜港出港以後、
10月20日のパリ到着、10月28日の
ロンドン到着などを経て、12月18
日までの出来事が記されている。
小型の手帳にびっしりと書き込まれ
ているが、装丁が弱く、また鉛筆書
きで字も薄れてきている。
9月8日の出港については「横浜発
遠洲洋ニテ船少シク揺ク晩餐ヲ喫ス
ル能ハズ」と記し、9月12日には
「夢覚メテ既ニ故郷ノ山ヲ見ズ四顧
渺茫タリ」との記述がある。
パリでは博覧会を見学し「エヘル」
塔に登り、ロンドン到着については
「巴里ヲ発シ倫敦ニ至ル船中風多シ
テ苦シ晩ニ倫敦ニ着ス」など、漱石
が当時、見聞きしたものが記されて
いる。



東北大学病院オリジナル

「野菜を食べる副菜レシピ」を広めたい！

11月５日（火） 東北大学病院

1



Mission and Vision
基本理念と将来構想

「患者さんに優しい医療」と

「先進医療」との調和を目指した病院

◯ 社会の要請に応える開かれた病院

◯ 最先端の医療技術の開発・応用・評価

◯ 着実かつ独創的な研究の推進

◯ 人間性豊かな医療人の養成

◯ 患者の人間性を尊重した全人的医療と高度に専門化した先進的医療の調和

2



東北大学病院概要

■ 病床数： 1,160床 （R1.11.1現在）

■ 診療科数： 56科（医科：43科、歯科：13科）

■ 職員数：3,366名

■ 延入院患者数（H30） ： 354,939名（平均972.4名）

■ 手術件数（H30） ： 9,613件

■ 分娩件数（H30） ： 855件

3



第一弾プロジェクトの背景①

■チーム医療として2007年に栄養サポートチーム（NST：

Nutrition Support Team）を設置。「全ての患者さんが個々に

応じた適切な栄養療法を受けることができるようにする」とい

う理念のもと、高度な栄養管理が必要な患者さんをチームで

支援。

■管理栄養士は、栄養状態の評価や必要栄養量の算定、

などを行い、状態に合わせた食事の提供、食事療法の提案

によりQOL向上に貢献するとともに、各種研修や学生実習な

ど地域における栄養管理の人材育成に貢献。

4



■当院では2013年より広報誌hessoを発行

コンテンツの一つとして、市民の健康を栄

養の面から支えるために管理栄養士考案

のオリジナルレシピを掲載。

■この取り組みをアーカイブ化し、より多く

の方に知っていただきたい。

■当院の理念を踏まえ、高度急性期病院

としての役割を担いながら、地域の栄養管

理の意識向上、健康に関する課題解決に

貢献し、市民の健康を守っていきたい。

第一弾プロジェクトの背景②

広報誌『hesso』 2013年10月創刊

年４回、各号１万部発行
5



プロジェクト概要

東北大学病院オリジナル「野菜を食べる副菜レシピ」を一冊の本にして

広めることを目指します。

■目標金額：３００万円 ■募集期間：11月５日〜12月26日

■リターンについて

・3,000円 レシピ本１冊

・5,000円 レシピ本１冊・お名前掲載

・10,000円 レシピ本１冊（お名前掲載）・オリジナル食器セット（３種）・イベントご招待

・30,000円／50,000円 レシピ本１冊（お名前掲載）・hesso1年間送付・イベントご招待

・100,000円／200,000円 企業・団体向（巻末にお名前掲載、イベント開催等）

6



レシピ本のイメージ

7
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